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委 員 会 会 議 録 

（社）滋賀県トラック協会 

会 議 名 平成２２年度 第９回「トラックの日」の事業実行委員会 

開催日時 平成２３年３月２５日（金） １０：０５～１２：４５ 

開催場所 滋賀県トラック総合会館 ３Ｆ「会議室」 

出 席 者 委員１５名、事務局５名 

 
協   議   内   容 

 
定刻１０時より５分遅れて開会。開会にあたり岡田会長から挨拶があった後、引き続き薩摩

実行委員長が議事進行を行った。 
 

（１）平成２３年度事業計画案の検討について 
 

岡田会長から、ぐるっと・びわ湖・クリーンアップの実施方法について意見を求めら

れたところ次の意見があった。 
 
・ 県民やボランティアを巻き込んで行うか、今までどおり業界だけで行うか検討す

る必要がある。 
 
・ 現在は支部内の横の繋がりも出き、参加費はなくても参加してもらえるのではな

いか。 
 
・ 昨年と同じやり方で良い。 

 
・ 他団体と合同で行うなら日程・時間の調整を行う必要がある。また、今回の地震

による災害の復興は長期化すると考えられ、今後の要請に応えるためにも事業に持

てる力を出し切るよりも余力を残した方が良いのではないか。 
 
・ 震災のことも考え、チャリティを行うなど中身の変更を考えてはどうか。 
 
・ 毎年の様にただゴミを拾うだけでなく、内容面でステップアップさせる必要があ

る。協会は「トラックの日」の事業としてこの事業を行っており、ボランティアの

参加を受けた場合、難しい面があるのではないか。 
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・ 今回の震災もあるが、この事業は続けていく必要がある。地道に行っていればい

ずれ評価される。参加費は震災の義援金に回しても良い。 
 
・ この事業は最低でも５年は続ける必要がある。内容は今までどおりで良いが参加

費をどうするか検討する必要がある。参加費については各支部も負担がかかってい

るのは確かである。 
 
・ 今年については、どうしても「震災」を入れていく必要がある。クリーンアップ

とチャリティを組み合わせて考えるべきである。 
 
岡田会長から、チャリティについては近畿トラック協会でも話は出ている。本日、午

後からの理事会でも話が出てくると思われるので、クリーンアップ事業にはチャリティ

は考えなくて良いとの発言があった。 
 
引き続き、委員の意見。 
 
・ 拾った再生可能なゴミを売却し、チャリティとして寄付を行っても良い。 
 
・ チャリティについては他府県の動きを見る必要があるが、今年は震災を絡めた内

容にした方が良い。 
 
・ ここで震災についての意見交換をするのは良いが、会長から発言があったとおり

震災の対応は理事会で検討すべきである。 
 
・ 広報については、震災は切り離すことが出来ない。 
クリーンアップについて移動距離の長い支部は活動時間が短い。参加費の問題も

あるが、これで所期の目的が達成されているのか疑問である。 
 
・・・等の意見があり、この後、行われる部会の参考とすることとなった。 
 
その他、エコ・セーフティドライブコンテストについての参考意見を求められたとこ

ろ、雨対策、車両等展示コーナーの対策について検討すべきであるとの意見があった。

当日、選手は展示コーナーに行く時間も余裕もないと思われるので、例えば、参加者

に事前に意見を聞くのも良いとの意見もあった。 
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続いて、各事業部会が行われ、次のまとめが各部会長から行われた。 
 

   〔クリーンアップ部会〕 
    下司部会長から次の報告があった。 

 
・ 「トラックの日」の事業として、日頃お世話になっている道路を綺麗にするため

に協会会員及びドライバーその家族だけでこのクリーンアップ事業を行ってきた

が、他団体やボランティアが参加するとなるとコンセプトが異なるので、今までど

おり我々業界だけで行いたい。 
 
・ 参加費については、他のボランティア活動でもお弁当は出ているところもあり、

現在、参加費としてお金を払っているが、お弁当とお茶を渡すのは難しいので代わ

りに食糧費として渡してはどうか。 
また、参加費の２０００円の内、１０００円を今回の震災の義援金として寄付し

てもらってはどうか。 
 
・ 昨年、間に合わなかったが、今年は滋賀県トラック協会の旗を作り、参加者に持

ってもらいＰＲしてはどうか。 
 
・ 理事会で、この事業に「震災」を入れるように決まればそのようにしたい。 
 
以上、報告があり、これについて岡田会長から、先に意見の出ていた移動に時間がか

かり活動時間が短いことについての対応や新しい取り組みについて、今後検討をお願い

したいと述べられた。 
 
続いて、次の意見があった。 
 
・ 開会式の参加人数は減るが、遠方の人は先に例え半数でも早く出発せてもらえれ

ばありがたい。 
 
・ 当支部では、集合・解散場所を２ヶ所に分けて行っているので支障はない。 
 
・ 遠方で活動してもらうグループから出発してもらっているので問題はない。 
 
・ 昨年、意見があったようにゴミを拾うだけでなく、ゴミを捨てさせないような看

板を作成し、立ててはどうか。 
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〔エコ・セーフティ部会〕 
松村部会長より、 
・ 展示コーナーについてプログラムに時間と場所の記載を行い対応していきたい。

又選手が感心のあるものを展示したい。コンテストの模様を収録したＤＶＤを今年

も作成し、ＰＲ用としてより多くの機会に使用したい。 
 
・ 昨年のバック着けについては変更を行ったが、スラローム走行のパイロンの接触

についても再度検討していく。 
 
・ その他、コンテストを盛り上げるためにも選手企業からの応援を充実させたい。

 
との報告があり、続いて、次の意見があった。 
 

・ バック着けやスラローム時のパイロン接触についての採点方法等、審査基準を示

してほしい。 
 
・ この採点基準は、全ト協のドラコン全国大会の基準によって採点されている。 

      他府県に当協会の実施要領等資料を出し、ＰＲしていってはどうか。 
 

〔広報部会〕 
中西部会長より、ほぼ昨年と同じやり方を考えている。びわ湖放送の３０分の特別番

組を行いたい。番組名、仮称「近江を走る」～トラックは生活と経済のライフラインと

題し、１０月９日（日）午後６：３０～７：００で放送予定（録画）。 
特別番組の内容は、新入学児童の交通誘導、びわこ地球市民の森植樹、ぐるっと・び

わ湖・クリーンアップ、安全と環境への取組み、資質向上のための研修、緊急物資輸送

も含めた地域社会貢献、もしトラックがなかったらなど。９月下旬に試写を行う。 
なお、新入学児童の交通誘導については、大津支部の活動を取材することとなった。

 
その他、事務局担当からエコ・セーフティドライブコンテストについて、新聞広告や

携帯サイト、ホームページも活用し広報していきたいと発言があった。 
 
 
 
   ■次回実行委員会 

日 時  平成２３年４月２５日（月）１３時３０分～ 
     場 所  滋賀県トラック総合会館 
 
 




